
勇往邁進 ～信念と誇りを胸に新たなる一歩を～ 

Q まずはじめに皆様にご挨拶をお願い致します。  
 
 皆様、新年あけましておめでとうございます。私は、２０１２年度社団法人高松青年会議所の理事

長を務めさせて頂きます沖川 学（おきがわ まなぶ）と申します。どうぞよろしくお願い致しま

す。 

 昨年は、未曽有の大災害となった東日本大震災など暗いニュースが多かった一年でした。私は、こ

れからの日本の未来を明るいものにしていくために、私たち青年経済人の果たすべき役割は極めて大

きいと考えています。そして、青年経済人の集いである青年会議所は、率先して日本の将来のために

行動しなければならないと考えています。 

 私の所属する社団法人高松青年会議所は設立以来５５年の歴史がありますが、私たち現役のメン

バーが忘れてはいけないことは、先輩たちが築いてこられた歴史・伝統・ネットワークを踏まえた上

で、「まちのため」「ひとのため」に事業を展開していくということです。また、それと同時に大切

なことは、私たちは経済人であり、経済人として青年会議所活動をやっていくということです。青年

会議所のことを英語では「Junior Chamber」と言い、私たちは青年会議所のことを「JC」と言い

ますが、先ほどのことを言い換えれば、「JCマンである前に経済人であれ」ということです。そし

てさらに言えば、経済人も一人の人間として社会を構成しているのですから、私は経済人である前に

「ひととして」ということをより大切にしたいと考えています。 

 社団法人高松青年会議所は、今後も「まちのため」「ひとのため」に邁進して参りますので、市民

の皆様のご理解、ご協力の程、何卒宜しくお願い致します。 

 

※以下、「社団法人高松青年会議所」を「高松ＪＣ」と略記します。 
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２０１２年度理事長 沖川 学 君 

はじめに 

「ＪＣマンである
前 に 経 済 人 で あ
れ」 



Q 沖川理事長が２０１２年度の高松JCのス

ローガンとしている「勇往邁進（ゆうおうま

いしん）」という言葉にはどのような意味が

込められているのですか。 

 私は、「論語」の「義を見てなさざるは、

勇なきなり」という一節が好きです。これ

は、ひととしてなすべき事と知りながら、そ

れを実行しないのは勇気がないからである、

という意味です。私は現在、会社の常務取締

役を務めていますが、経済人である前に一人

の人間として、なすべきことは勇気をもって

やり抜こう、という気概を常に持ち続けてい

たいと考えています。 

 また私は、坂本龍馬のような、異端児では

あっても信念を持って行動し、「新しい風」

を起こすことができるような人間になりたい

と考えています。引かれたレールの上を走る

のではなく、時には寄り道をしたり、時には

新しいレールを自分で引いて新たな道を進ん

でみること、そのような意識を常に持ち続け

ることによって、いろいろなものが見えてく

ると思います。 

 私は、男として、人として、自分の思った

ことを貫きたい、そのような気持ちで「勇往

邁進」というスローガンを掲げました。「～

信念と誇りを胸に新たなる一歩を～」とは私

が理事長を引き受けるに際しての素直な気持

ちを示したものです。 

 事業の詳細についてはまだまだこれからで

すが、高松ＪＣには「まちづくり」「ひとづ

くり」及び「経済」をテーマとした各種委員

会がありますので、各委員会でアイデアを出

し合い、市民の皆様の様々な関心に応えられ

る事業を行いたいと考えています。 

 事業の詳細については、決まり次第、各種

メディアやホームページ等でお知らせする予

定ですので、どうぞご期待下さい。 

Ｑ 本年は夏に「高松フォーラム」という一

大イベントを開催する予定ですが、どのよう

なイベントですか。 

 高松ＪＣは過去にも素晴らしい事業を数多

く行ってきたという自負がありますが、市民

の皆様にその内容を十分に知って頂けていな

いという現状があることも事実です。 

 「高松フォーラム」は、高松ＪＣの力を結

集し、広く市民の皆様に参加して頂けるよう

な事業にしたいと考えています。 

「勇往邁進」とは？ 

高松フォーラムの開催 

理事長所信ついて 

認識しました。私たちは「まちづくり」「ひ

とづくり」を語る前に、まず「ひと」として

どうあるべきかを考えなければなりません。 

 一方で、高松ＪＣは青年経済人の集う団体

ですから、「まちづくり」「ひとづくり」を

語るときにも経済人としての感覚を忘れては

いけないと思います。 

 私の所信はそのような思いで書かせて頂き

ました。私の所信は高松ＪＣのホームページ

に掲載されていますので、是非ともご一読頂

ければと思います。 

Ｑ 理事長所信はどのような思いで書かれた

のですか。 

 私は、所信において５つのポイントについ

て述べさせて頂きましたが、まず何よりも大

切なことは、私たちは「ＪＣマン」である前

に「経済人」であるべきであり、「経済人」

である前に「ひと」であるべきであるという

ことです。 

 東日本大震災は私たち日本人にとって忘れ

ることのできない悲劇でしたが、その中で私

たちは、忘れかけていた「日本人の心」を再
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Ｑ 沖川理事長はどのようなきっかけで高松

ＪＣに入会したのですか。 

 私は、２００６年の７月に高松ＪＣに入会

しましたが、入会のきっかけは仕事上の付き

合いのある方や先に高松ＪＣに入会していた

高校時代の友人に入会を勧められたことでし

た。 

 私は、それまで「高松青年会議所」という

団体があることは知っていたのですが、「経

営者の団体」という漠然としたイメージが

あっただけで、具体的に何をしている団体な

のかは全く知りませんでした。また、取引先

の方などから聞く高松ＪＣの評判は、「飲ん

でばかりいる」、「二代目のボンボンの集ま

り」というものであまり良いものではなかっ

たので、正直私が入会することになるとは

思ってもいませんでした。 

 ただ、それでも私が高松ＪＣに興味を持っ

たのは、私に入会を勧めてくれた方から、

「ＪＣに入会すれば本音で話せる友達ができ

る。生涯の友達をつくってみないか。」と言

われたからです。経営者となってから、私

は、学生時代のような友達はもうできないと

思っていたので、その言葉がとても印象的で

した。そして、高松ＪＣに入会すれば本音で

付き合える経営者の友達ができるのではない

か、そう考えて私は高松ＪＣに入会すること

にしました。 

ない中で本音の付き合いができ、生涯の友達

ができる団体です。また、事業においても時

には失敗をしながら学ぶことができます。他

人のために使っている時間が自分への投資と

なっているのです。 

 あなたの時間を「まちのため」「ひとのた

め」に使ってみませんか。私たちと一緒に頑

張って生涯付き合える友達になりましょう。 

Ｑ 最後に現在活躍されている青年経済人の

方々にメッセージをお願いします。 

 高松ＪＣは、２５歳から４０歳までの青年

経済人が切磋琢磨する団体です。様々な職種

の１００名を超える仲間が「まちのため」

「ひとのため」に頑張っています。 

 私は、青年会議所は社会人の大学であると

考えています。手弁当でお互いに利害関係の

高松ＪＣへの入会のきっかけについて 

青年経済人へのメッセージ 

入会後について 

ものにするかどうかは自分次第です。私も入

会してから様々な役職を経験させて頂き、日

本青年会議所への出向も経験させて頂きまし

た。そのように与えられたチャンスを一つ一

つものにしていく過程で沢山の友達もできま

した。職種も考え方も異なる人たちばかりで

すが、そうであるからこそ本音の付き合いが

できるのだと思います。 

 入会した頃、自分が理事長になるなど夢に

も思っていませんでしたが、今こうした立場

に立たせて頂けるのも、高松ＪＣの仲間の支

えがあるからだと思います。 

Ｑ 入会前は高松ＪＣにあまり良い印象は

持っていなかったようですが、入会してどう

でしたか。 

 熱い人ばかりでした（笑）。そして、私が

困っているとき親身になって助けてくれた

り、時には本気で叱ってくれる人もいまし

た。中途半端な気持ちで入会した私を変えて

くれたのは高松ＪＣの仲間たちであると感謝

しています。 

 高松ＪＣでは、成長するためのチャンスも

きっかけもたくさん与えてくれます。それを
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「私は、青年会議

所は社会人の大学

であると考えてい

ます。」 



〒760 -0029  

高松市丸亀町２番地１３ 

高松丸亀町弐番街３号館４階 

電話: ０８７（８１１）４６７７ 

FAX: ０８７（８１１）４６７８ 

電子メール: jc125@mail.netwave.or.jp  

 次号（２月号）から高松ＪＣの各委員会の紹介

を行っていきたいと思います。 

 委員会紹介第一弾は、 

   「会員研修委員会」 

です。高松ＪＣに入会して間もないフレッシュな

メンバーの生の声をお伝えします。 

 ２月号の発信予定は、 

   ２０１２年２月５日（日） 

です。お楽しみに！ 

社団法人 高松青年会議所 

 記念すべき第１号を何とか発信することができました。ご協

力頂いた皆様、誠にありがとうございました。この場を借りて

お礼申し上げます。 

 第１号は、沖川理事長のインタビューでしたがいかがでした

でしょうか。理事長に所信やスローガンについての思いを熱く

語って頂きましたが、高松ＪＣメンバーにとっては１年の活動

の指針となるものですので、今一度読み返して内容を理解して

おきましょう。また、市民の皆様にもこの機会に理事長所信を

ご一読頂き、高松ＪＣの活動について関心を持って頂けたら幸

いです。 

 第２号からは高松ＪＣの各委員会の紹介を行っていきたいと

思います。委員会紹介第１弾は、「会員研修委員会」です。高

松ＪＣの入会者は、最初に必ず会員研修委員会に配属されま

す。フレッシュなメンバーの生の声を楽しみにしていて下さ

い。 

 

            総務・広報委員会 高 橋 顕 児 

あとがき 
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ホームページもご覧下さい。 
http://www.takamatsu- jc.com/ 


